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京都府鐘打鑛山重石鑛床調査報告
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　The　writers　describe　in　this　report　about

t強e　geology　alld　the　tungsten　deposit　in

Kaneuchi　mine，which　w4s　surv“y6d　during

March　1952．
　　つ　’A　general　descriうtion　of　the　mine，the

general　geology　of　the　deposit　and　its　nei宮h－

bouriηg　area，the　relation　between　the　faults

and　the　veins，　the　shoot　of　the　tu血gsten
臼
r
i
c
h 　ores　and　some　opinions　on　the　prospec・

ting　of　the　deposit　are　sum血arized．

　　　　　　1．緒　言
　　　　　　　　カネウチ
昭和27年3月，京都府鐘打鉱山の重石鉱床を調査し

たので，その結果を報告する。

なお，本調査に当り，東京大学渡辺武男教授ならびに

同学々生佐々木昭氏の調査1）におうところ大きく，ここ

に謝意を表する。

　　　　　2．位置および交通
鐘打鉢山は京都府般井郡下和知村地内・山陰本線和知

駅西南直距離2．5km附近にあり，同駅よりトラックを

通じ6kmにて山元に蓬す◎

　20万分の1地勢図：「京都及大阪」

　5万分の1地形図：「綾部』、

　　　　　　3．沿　革
鉱床発見の時代一は未詳。大正10年大阪の池田梅藏，

（他）が登録，金鉱を目的に採掘に着手・昭和10年大阪

の天野彦太郎が重石鉱開発のためゆずり受け，藤野鉱業

株式会肚として探掘した。昭和17年海軍の援助の下に

日南鉱業株式会批（肚長見玉挙士夫）が引続き大々的に開

発に着手し，昭和19年には精鉱200t（65％WO3）塚上

を産出したo絡職とともに稼行中止したが，同23年1①

徹鼎

＊：大阪駐在員事務所　　綿北海道支所

1）AkirムS乱saki＝Ge・1・gy琶ndOreDep・sit就Kanel・chi，Kygl・

Prefecture（M．S）（東大卒論1952）

月日本タソグステン鉱業株式会杜（肚長村田茂雄）がゆず

り受け，同24年5月より再開，同26年5月より，日本

鉱業株式会祉と共同にて鐘打鉱業株式会斌（祉長村田茂、

雄）を設立し，稼行中であるQ

　　　　　　4．現　況
鉱区番号：京都採掘登録第77号

鉱区面積：540，800坪

1鉱種名：金・銀・銅・重石鉱く硫化鉄鉱は目下追加出

願中）

、鉱業権者7東京都港区赤坂葵町3，日本鉱業株式会瀧

内鐘打鉱業株式会祉

從業員数：162名（ただし所長域下一般臨時夫まで，昭

卜和27年3月10日現在）

　坑道総延長：約6，500血

　選鉱場：手選およびテーブル（12台）選鉱，粗鉱受入

720（・750tノ月，二方操業，別にフローテーシヨソテスト

プラン、トを有す。

　コソプレッサー：100H》，1i基，（さらに100rp，1基

建設中）

　　　　　　5．鉱産額
　昭和11年より昭和20年までの間に粗鉱（李均1．0％

WO3）約88，550tを採掘し，精鉱（雫均β5％WO3）約

683tを生産している。その間，昭和1◎年が最高で，粗

鉱（LO％WO，）25，455句精鉱（65％WO、）206．6tで　’

ある。なお昭和26年再開後同年11月より生窪あり，，そ

の精鉱生産高は次の通りであるo

　　第1表　最近の精鉱生葦高表
　　　　　　　　　　　　　t
昭和26年11月　精鉱（65～73％WO3）　3．600

　〃　　12月　 〃　　　　〃　　　5．860

〃27年1月　　〃　　　，〃　　　5．400

　ケ　　2月　　グ　、　　ケ　　　 5。750

合計　　　精鉱（65～73％WO3）20．610

　　　　6．地質および鉱床概要
、当地域の単質は古生層の粘板岩r千枚岩・珪岩（Chert

質）・珪質砂岩の互暦から成つている。火成岩は北方20

km余の地点に分布する他，鉱区内には勿論，一その近傍

にも発見でき・ない。古生暦の走向は，N700E～EW，

：N650Wを普通とするが，中にはNS系のものもあり
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　　　　　　　　　　地質調葦所月報　（第3巻第10号）

一定しない。傾斜は300’》80◎にて各方向に変化する。

なお，後記する通り，坑内においては多数の小断暦が見

られるが・野外では全く発見でぎないo

　鉱床は上記古生暦中の裂罐充翼石英脈に俘う重石鉱床

であり，重石鉱物としては，茨重石ならびに鉄満俺重石

の双方を塵する◎走向N10◎～40。E，傾斜400飼80。SE，

i延長100m～500m，傾斜延長100m前後，脈幅10cm

＾’50cm程度のもの寿ミ，』10数條知られているoIその丙，

西より，陽明脈・昭和脈・同心脈（崇栄脈）・千歳脈・月

盛脈・金比羅脈等は主なものであり，これらは皆稼行の

対象となつている（第1図参照）。これら主要脈の走向・

傾斜・脈幅および掘進延長を表にして第2表に示すゴな

お，明治坑は大正坑の北部鑓先を探掘しているものであ’

り，通洞坑は大正坑の下部40mのレベルにある（第2

表参照）。他にこれら主要脈の東南東方琢m附近に，鮎

，東高尾脈・西高尾脈・焼山脹等があり，EW系の走向，

N傾斜を示し，往時探掘されたごとがあるo

　鉱脈に含有される鉱物を列挙すれば下記の通りであ

る（量の多い順）。

　金属鉱物：友重石・鉄満俺重石・硫砒鉄鉱・黄鉄鉱・

黄銅鉱・磁硫鉄鉱・錫石・閃亜錯鉱・重石華・黄錫石・

斑銅鉱・輝蒼鉛鉱・赤鉄鉱等。 ’
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第1圖　鐘打鉱山主要鉱脈概念圖

第2表　主要脈一覧表1

陽　明　脹

昭　和　脈

同　心　 脈

千歳脈

月盛脈

金比羅脈

明治坑

大正坑

通洞坑

明治坑

大正坑

通ヤ洞坑

明治坑
大正坑
通洞坑

一般走向
　　N250E、
ただし｛麟麟麗

　　N200E　　南部はN50Eただし｛灘織響

N220E

　　N10。E

　　N2DOEただし北部はN10。E

　　：N100E

　　：N100E
ただし｛麟麟押

　　N150Eただし北部はN50E

　　N10◎E
　ただし北部はNS

N150E
N10◎E

菅N25QE

李均傾斜匪轍幅
　600SE
ただし北部は急傾 　30cm

最大80cm

600SE

600SE

　　600SE
　　600SE
ただし北部は700SE

　　600SE
ただし北部は700SE

600SE・

600SE

　　600SE
ただし北部は65。SE

600S：E

600SE

600SE

15cm

30cm

25c血

30c血

20cm

35cm

40cm

P30cm

15cm－
15むm

15cm

雛綱備考
・200m

40m

200m

100m

250m

150m

．150m

120m

170m

明治脈とも云う、

大正脈とも去う

120m

90m。
80m

管　これは他の脈に較べて南部のみが開発されているためであり，北部も含めばやはりN100E位だろう◎
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京都府鐘打鉱山重石鉱床調査報告　（原口九萬・菊池　徹）

　脈石：石英（黄・紫・煙水晶等をも産す）・雲母（大部

分が白雲母）・方解石・長石（正長石か？）・燐友石・電気，

石（母岩中にも入る）等。・

　鉱脹の李均重石品位は，その測定が非常に困難であ

り，未だ決定したものがないo探掘粗鉱品位は0．5％

《WO3前後と見られている0

　　　　　　　7，鉱床各説

　以下主要鉱脈につき，別個に少しく記載する。

　（1）陽明脈鉱区内で最も西に位鷺する鉱脈で・終職

直前に立入坑を開発し，着脈して休止してあつたものを

最近主力を本脈に注ぎ大切坑の開発を行い，採鉱してい

る◎

　露頭より大切坑準まで比高150m以上を有するが，上

部は比較的鉱脈劣勢で，上一坑域下大切坑ま．で60m余

が目．下採掘の対象となつている。すなわち大切坑一立入．

1坑間40m，立入坑一上一坑間・28mがそれであるo

　調査当時の探鉱箇所は立入坑南押30mと，北押20m

の部分で，次重石および鉄満俺重石の双方を産してい

た。その南押引立は2脈に分岐しているが，友重石の量

多く，上一坑の鉱石の歌況より考えて・さらに南に望み

を掛けうる。なお大切坑ではほとんど南押を行つでいな

いが・立入坑の南端位までは探鉱り対象となると思われ

る。さらに下部は全く未開発であるが，大切坑の鉱況か

，ら見ても，急速に劣勢化するとも思われないので大切坑

、よりさらに下部へ20m～30mは同様の状況が連続する

ものと推定されるo

　（2）昭和脈本脈に対しては明治坑およびその上40m

の位置に南坑および北坑があり，脈はさらにその上30m

余の蓮続を有する鉱脈である。脈勢は比較的弱く，硫砒

鉄鉱・黄鉄鉱・黄銅鉱（一部斑銅鉱化したものもある）等

の硫化物多く，重石品位は低い。

　（3）同心脈　本鉱画の数ある鉱脈中，最も良好な鉱脈

の一つであり，上部は既操掘の部分が多いが下部は今後

，相当期待されてよい鉱脹である。最少3枚の鉱脈より成

るが・主としてその中央のもののみが稼行されている。

上・下盤側の脈も所々探鉱されその存在を確認されてい

るが，ほとんど採掘していない。明治坑準より上80m

前後の傾斜延長を有するが，上記り通り，中央の脈のみ

はほとんどすタ盤掘済である。明治坑に初る鉱況よ

り見てもさらに下部へ相当期待できると考えるo品位は

立入、より，南押約200mが良好である◎北押は、i数r“で

．坑道崩壌し，入坑し難いが，良鉱部はなお数10m連続

し，「大断暦」に逢着して採掘を中止したとのことであ

るo

　なお，本脈の上南部と思われる位置に，別に崇栄脈と

称する鉱版を開発しているが，この双方が全く同一の脈

か否かは不明であるが，少なくとも同一の群の脈である

と思われる。ただし重石鉱物の含有少なく品位は良好で

ないo

　（4）千歳肱　明治坑における千歳脈（明治脈とも云ふ）

と大正坑および通洞坑における千歳脈とは，その問に断

暦で少々のズレがあるように見られるが同一の脈と解

している。明治坑および大正坑のヒベルから上100m弱

の傾斜延長を有するが良鉱部はほとんど採掘済である・

・その下部通洞坑までの間40mはほとんど未採掘で今馨

の探掘り対象となる◎上盤側の月盛脈との間に多くの細

脈存在し，次重石も含有するが探掘技術上難点多く，未

だほとんど手をつけていない。

　明治坑では坑口近くで下盤脈を少し採掘しているo明

治坑坑口より北押，月盛賑2番立入までは鉱況良好でな

いが，その奥および4番立入より北，「大断層」までが良

好部である◎

　大正坑においては坑口よづ南押200mの間は探掘跡連

続し，現在さらに南部の良鉱部のぬき掘りを少しく行つ

ている。この附近の鉱脈中η；は燐家石を多く出した。

　通洞坑においては，その40m上の大正坑に較べると

分岐脈が多いようであるが，重石鉱物の附藩は所々にあ

り，その聞の鉱脈は稼行に耐える。

　（5）月盛脈　千歳・月盛・金比羅の鉱脈群において位

置的にその中来にあるので鉱況は享者の丙，最良のもの

である。千歳脈と同様に明治・大正坑（および通洞鉱）間

は断暦で少々ズレている。傾斜延長も千歳脈とほぼ同じ

と考えられる。明治坑においては，坑口附近より北押，

「大断層jまで延長150mの間切上り操掘済である。特に

北部のr大断暦」に近い部分数十mが富鉱部であつた。

大正坑においでは中央部，特に通洞坑へ掘下りした部分

50m間が富鉱部である。通洞坑においても同じ箇所が

良好である。大正坑一通洞坑間レベル差40m劇るが，

この間の本脈の残存鉱量は不明である。なお未探掘の部

分があるようであるo

　（6）金比羅脈　千歳・月盛・金比羅の脈群り内，最も

南に位置し，三者の内で最も脈勢弱い。多数乃分岐脈を

件：う傾向があつて，本脈を見逃すおそれがあり，既採掘

坑導においても本脈をにがして，牽脈を追ったと思われ

る部分が2，3ある。余り期待されない鉱脈である。

　（7）高尾賑P上記各鉱床群の東南東1km附近の地帯

に，高尾脈と称して，古くから知られている鉱脈群があ

る。本鉱山開発初期に稼行せられたようで，多数の坑口

を開坑し，探鉱・探掘を行つている。その東部を東高尾

脈，西部を西高尾脈と称している。今回は西高尾脈のみ
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地質調査所月報（第．3巻第1α号）

調査した。西高尾脈は，走向Nフ0◎W～EW～N80。E

を示し一般走向EWと，悪われるo傾斜は450N’》700N

で手均600Nである。脈幅6cm一》30cm，李均15cm

で，少なくとも3～4枚の雫行脈より成る。坑口多数あ

り・．、精確な実測地形図がないのでその実態をつかみ難い

が，最も西北部にある坑道すなわち，脈の西下部の坑道

が鉱況良好で，延長20m間に鉄満俺重石を件5石英脈

（脈幅平均20cm）があり，下部にぎくようであるが，未

探鉱である。上部では露天掘を行った場所2ヵ所があ

るoこれは脈の傾斜がN落しであり，地形の傾斜もN向

であるため，場所によつては露天掘がぎくためである。

勤騨硯て・本脈は・鉱量倣く・品位糟通である
が，探掘條件は比較的良いので，今後の探鉱が望まし

いo。

　　　　　8，断暦と鉱脈との関係

緯山坑内隙非常移くの断廓ミあり・鉱脹の醐

ならびに富鉱部の位置との問にい

心脈坑丙南部ゐ”断暦ならぴに1　　　　　－　　　　1

大正坑と明治坑との間の断暦の

3っで，他は総七小さなものであ

るo

　「大断層」舛本鉱床の最北部，す

なわち北隣りの和知鉱山3）との境

界附近にあるもので（第咽参照）

走向EW，傾斜85QN～垂直を示
し，粘土および被砕帯の厚さは

m3《’4mあり，同心脈・千歳脈お

聖よび月盛脈の各坑内にて確かめら

れているものであるo粘土および

破砕帯の中には友重石を含む石英

蜴

鉱　厭

ノ

〆

て，山紳脈となつて走つていると考えられるo　T

　同心脈坑内南部に見られる断層は，、走向EW，傾斜

85。N～垂直，粘土帯の幅は50cm前後，水z卜移動量は‘

8m・》10m（N側がEへ移動）を示Lている。上蓮r大断

層」と同じく，その南側に富鉱部を持つている。

大正坑・通洞坑と明治坑との間では大正坑坑口およぴ

明治坑坑口の鉱脈の水李的ズレ（N側がWへ数m移動）

から断層を推定することができるQこの断暦において

も，上記2つの断暦の場合と同様，そめ南側，すなわち

大正坑坑口附近に富鉱部を有し，その北側，すなわち明

治坑坑口附近は比較的悪い。

　域上3本の比較的大きな断層に関しては，是向はいず

れもEW，傾斜は垂直（少しくN落し）そあり，水李移動

はN側力壌へ移動したもの2本・尊側がWへ移勤したも’

の1本である。いずれも鉱床生成前の断層と考えられ

て・かつ富鉱部はいずれもその南側20m（250mにある。

鬼

1

葺
1
．

鳳．．
　■

　　　亀

麗重石富鉱部 E　W系小断層
’

’　周ノb、．干徽

月盛・金比羅脈

第2圃　　EW系4・断雇と鉱脈との關螺を示す模式、既念圖（菊地・1952）

脈が御く入り込み・鉱脈生成前の断暦と考えられる。同、

心・千歳・月盛脹において，ぷずれもこの「大断暦」を境

として，その北側では脈を見失つている。しかもその断

暦の南側50m程度には，いずれも富鉱部を有しており

その上部は既に探掘済である。なお，同心脈と和知鉱山

の山紳脈とが同一脈であると考えられる節が多いが，こ
1
の 2つの脈は一・般走向において50前後の違いがあり，

「大断暦」に接しては山神脈が同心脈より25m～30血東

側にある。換言すれば，同心脈は「大断暦」により，水李

的に25m〔ノ30m東へ移動し，走向を5◎程度東へ扱つ

2）この名樗は鉱山で用いているものをそのま・使用した。

3）宮本弘道，・下村仁作3京都府和釦鉱山重石鉱床調査報告（地調月

　報VoL3，No・101952）

　これら顯著な断暦の他に，さらに観寮を細かくする’

と，多数の小断層が存在するo、これらの小断層はEW

系の走向を有するものと。鉱脈と同じくNS系の走向

を有するPものとに分けうる。傾科方向は一定しないが急

のものが多いび

　EW系の小断暦は間隔1m～20m毎にあり，その水

李移動の方向は種々であるが，1概して陽明脈においては

N側がWへ，また同心・千歳・月盛・金比羅脈等におい

てはN側がEへ移動するものが多い（第2図参照）。その

水李移動量は20cm・》1耶を普通≧し，2mを超えるも

のは見当らない。さらにこれらのEW系小断暦は陽明

坑においてはその南側，1m《’2mの間に富鉱部を持つ

傾向があり，他の脈ではダ小断層の両側1m＾》2mおよ

1C一（“68）
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第3圖　　復合鉱脈の一列（同心脈にて）（菊地。1952）

び北側のみに富鉱部を俘う傾向が見られる（第2図参

照）。ごれらEW系小断暦は一般に1cm～30cmの幅

の粘圭を有し，鉱脈生成前の断暦と考えられるものが多

いo

NS系の小断層は鉱脹の走向とほぽ等しく，いわゆる

走向断暦であるが，鉱脈に干行ずるものと，鉱脈を斜に

切るものとがあるoこれらは鉱床生成前のものか後のも

のかは判断し難いものが多い。唯，これらの断暦をはざ

んで2本の脈が複合し1木の脈の如き観を呈する部分が』

陽明脈・同心脈等に見られた。これらの事実は，鉱脈生．

成後の断暦も，また，前の断暦もあると考えられる（第

3図参照）。

　　　　9。結言（探鉱意見1一
　上述の通り，本鉱床は本邦屈指の重石鉱床であつて，P

品位・．鉱量とも比較的良好なもので今後の開発に期待ざ

れるものが大き’い。∩

　域下簡軍に探鉱方針に関する意見を列挙するひ

　①陽明脈立入坑および大切坑に参ける南鎚押探鉱は’

最も緊急を要するものの1つと考える。

　②．同心脈の下部の探鉱，すなわち通洞坑の同心両立．

・入の延長掘進は肩利な探鉱の1つである。

　③　通洞坑準と大正坑準の間の千歳脈・月盛脈および1

金比羅脈における富鉱部探査のための切上りを数ヵ所行『

タことが必要であろう。

　◎　西高尾脈の下部の探鉱のため，地表より立入を開1

坑することも望まれる。

　⑤坑内において鉱脈を直角に近い角度にて切る小断

暦に逢着して脈を失つた場合には，陽明脈においては，

北押の場合は西側，すなわち下盤側へ，南押の場合は東1

側，すなわち上盤側へ切り込み，同心・千歳・月盛・金

比羅等の脈においては，陽明とはi逆に北押り場合は上盤r

側へ，また南押の場合には下盤側へ探鉱すべきもめと考’

える。　　　　　　　　　　　（昭和27年3月調査》

553．46：550．8（521．73）：’622．19
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　、丁賦n鯛en　Ore　D鎚osit，in　Wa£h量

・　　　　Mine，Kyoto　Pre罫e就皿e・

by

Hiromichi　Miyamoto＆Nisaku　Shimomura

　The　writers　surveyed『the　tungsten　ore
deposit　in　Wachi　mine，10cated　at　Kaneu－

chi，Shimowach｝mura，Funai－gm，Kyoto
Pref¢cture．　The　deposit　is　of　tungStenご

米』鉱床部

bearing　quartz　veins　occurred　in　Paleozoic

clayslates，which・have　t蜘o　kinds　of　strike，

：N10つE　and　N400E．The　Sanjin　vein　is　the

mos㌻worthy　vein，corresponding　with　the

northward　part　of　Dosin　vein弓t　Kaneuchi－

mine．It　is140m　in　length　and　O．7m、in

maximum　width　at　Sanjin　No．・21eveL　The
principal　ore　minerals　are　scheelite　and　wol－

framite，associated　with　chalcopyrite，arsenび

pyrite，pyrite，cassiterite，etc・At　the　upPer

part・f㌻hedep・sit（San5inN・・21eve1〉
w・1fra血itepred・minateslwhile・atthe・1・w“r

part（Tsudo　le▽d）scheelite。The　average

、11一（469）




